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沖縄戦を学ぼう

１ 沖縄戦の概要(大まかな内容)
お き な わ せ ん が い よ う

(１) 県外疎開と10・10空襲
けんがい そ かい

15年戦争も終盤にさしかかり、沖縄が要塞化されはじめたころ、沖縄県からの移住者が多い
しゆうばん ようさいか い じゆうしや

マリアナ諸島のサイパン島が陥落し、県民に大きなショックを与えた。肉親をはじめ、多数の県
かんらく にくしん

民を失った悲しみはもとより、サイパンの次は沖縄が攻撃されることが予想されたからである。
こうげき

日本政府は1944(昭和19)年7月はじめ、沖縄県から本土へ8万人、台湾へ2万人の計10万人の幼児
ほん ど たいわん

や老人及び婦女の疎開計画を決定した。しかし、家族と離れ見知らぬ土地で暮らすことへの不安
そ か い

と、すでに沖縄近海には米軍の潜水艦が出没していたことなどから疎開業務はうまく進まなか
おきなわきんかい せんすいかん しゆつぼつ そ かいぎよう む

った。とくに学童疎開は希望者が少なく、第1陣が出発したのは8月中 旬になってからであった。
がくどう そ かい じん ちゅうじゅん

1944年8月21日、3隻の疎開船が一般疎開者とともに第2陣の学童疎開者を乗せて那覇港を出発し
せき そ かいせん な は こう

た。翌22日、奄美大島近くの悪石島近辺で、そのうちの一隻「対馬丸」が米国の潜水艦の攻撃を
よく あ ま み あくせき いっせき つ しま アメリカ

うけて沈没した。この遭難で、学童800人を含む乗客約1,700人のうち、およそ1,500人が死亡した。
ちんぼつ そうなん ふく

この事件は沖縄県民には極秘にされたが、これだけ多数の犠牲者をだした遭難事件がいつまでも
ごく ひ ぎせいしゃ そうなん じ けん

隠しとおせるはずはなく、県民はますます疎開に対して消極的になった。だが、同年10月の米軍
かく べいぐん

機による激しい空襲 (10・10空襲)によって、県民は戦争の恐ろしさを知ることになり、疎開希望
き はげ くうしゆう

者がいっきにふえた。

1944年10月10日、米軍は

北は奄美大島から南は石垣
あま み おおしま いしがき

島、東は大東島にいたるま
だいとうじま

での南西諸島全域に、早朝
なんせいしよとうぜんいき

から5次に及ぶ米軍艦載機グ
かんさいき

ラマンなどによる攻撃を行

なった。特に那覇市は正午

過ぎの第4次、第5次の攻撃

対象となり、那覇港に近い
たいしよう

垣 花町や上之蔵町をはじめ
かきのはな うえのくら

市街地の大部分が炎上し、那覇市の約9割が燃えつきた。

この日、沖縄県下に来襲した米軍機は約1,400機だった。その被害は、県下で死者約600人、負
らいしゆう

傷者約700人に及び、航空・船舶の基地や、一般住宅も多大な被害を受けた。県民はこの空襲によ

って、米軍の圧倒的な強さをまざまざとみせつけられた。
あつとうてき
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(２) 沖縄戦のはじまリ

1945(昭和20)年に入ると、米軍機の空襲が激しくなり、米軍の沖縄攻 略は時間の問題となった。
はい こうりゃく

3月23日から南西諸島は米軍の激しい空襲をうけ、26日早朝には米軍がついに慶良間諸島へ上陸
け ら ま しよとう

した。沖縄本島上陸にそなえて艦隊の停泊地を確保するのが目的であった。ここに沖縄戦の幕が
ほんとうじようりく かんたい ていはくち かく ほ まく

切っておとされたのである。

慶良間諸島には日本軍の地上部隊ははとんど配置されておらず、海上挺身隊と特攻艇が配備さ
ち じよう ぶ たい はい ち ていしんたい とっこうてい はい び

れていた。日本軍は、米軍の上陸は本島南部か中部西洋岸であろうと予測し、慶良間諸島から特

攻艇で米艦隊を背後から襲 撃する作戦をたてていた。そのため、不意をつかれた海上挺身隊は山
は い ご しゅうげき ふ い ていしんたい

中に逃げこんで抵抗したが、特攻艇はほとんど破壊され、3月29日までには同諸島全域が米軍に占
に ていこう は かい どうしよとうぜんいき せん

領された。
りよう

それぞれの島の住民は、「米英軍は情け容赦もなく鬼や 獣 のようである」と教えられていた
べいえいぐん なさ ようしゃ おに けだもの

ために、米軍が上陸してくるとパニックにおちいった。住民は援護を求めて日本軍の陣地に集ま
えん ご じん ち

った。しかし、日本軍は住民は戦闘のじゃまになるとして、陣地から追い返した。陣地から追い
せんとう じ ん ち

返された住民は山中、あるいは村の近くの壕で家族、親族ぐるみで死んでいった。住民は、軍か
ごう

ら配られていた手榴弾やカミソリ、鎌、包 丁などで絶命していったのである。慶良間諸島での、
くば しゅりゅうだん かま ほうちょう ぜつめい け ら ま

こうして絶命した住民の数は、渡嘉敷島で329人、座間味島で171人、慶留間島で53人にのぼった。
ぜつめい と か し き じ ま ざ ま み げ る ま

ほかにも、日本軍が降伏する8月下旬にいたるまでに、日本軍の敗残兵による住民殺害、朝鮮人
こうふく げじゅん はいざんへい じゆうみんさつがい ちようせんじん

軍夫の虐 待や殺害などが発生した。
ぐ ん ぷ ぎゃくたい

(３) 沖縄戦の経過

4月1日、午前8時30分、米軍は沖縄本島の中部西海岸(現在の読谷村・嘉手納町・北谷町)への上
よみたん か で な ちゃたん

陸作戦を開始した。そこは大軍が一挙に上陸するには最適の場所であった。制空権の掌 握に必要
たいぐん いっきょ せいくうけん しょうあく

な日本軍の北(読谷)・中(嘉手納・北谷)の両飛行場があったからである。
よみたん か で な ちやたん

米軍の沖縄攻略の目的は、日本の領土である沖縄を占領することによって、日本と南方及び中
せんりよう

国方面との連絡綱を断ち切ると同時に、沖縄を日本本土への進攻基地にすることであった。太平
れんらくもう た しんこう き ち

洋戦争最大の上陸作戦が展

開されたのは、こうした理

由があったのである。だ

が、米軍の大々的な上陸作

戦にもかかわらず、日本軍

はほとんど反撃を加えるこ

となく、米軍の「無血上
む けつじよう

陸」をゆるした。そのた
りく

め、米軍はあっさりと北・

中両飛行場を占領することができた。
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沖縄守備軍は、水際作戦(敵の上陸を防ぐための作戦のこと)から、本島での持久戦(時間かせぎ
しゅびぐん みずぎわ てき じきゅうせん

のために、できる限り長期間戦う作戦のこと)へと、作戦を切りかえていた。はじめ置かれていた

最精鋭部隊の第9師団が、この米軍進攻の前に、台湾の守備に引き抜かれていた事情があったか
さいせいえいぶ た い し だ ん しゆ び ひ ぬ じ じよう

らである。

沖縄守備軍の首脳部は、持久戦によって、米軍の本土進攻をおくらせ、本土決戦の時間かせぎ
しゆ び ぐん しゅのうぶ じ きゆうせん

をすることを考えたのである。また、南部から上陸しようとみせかけていた米軍の陽動作戦に惑
ようどう まど

わされ、兵力を南部戦線にも向けたことで、中部戦線に十分に対応できなくなったことにも、米

軍の「無血上陸」をゆるす原因があった。

いずれにせよ、大本営は、第32軍沖縄守備軍が米軍の「無血上陸」をゆるし、簡単に北・中両
だいほんえい

飛行場をあけわたしたことに驚いた。沖縄守備軍の本来の任務は、南西諸島を拠点に航空作戦に
おどろ きょてん

よって東シナ海周辺の制空権を奪うことであった。しかし、強力な一個師団をひきぬかれ、わず
せいくうけん うばう い っ こ し だ ん

か10万余りの弱小兵力ではいかんともしがたく、作戦変更は大本営も認めているところであった。
あま へんこう

米軍上陸部隊は勢いにのって進撃を続け、翌2日には東海岸に達し、沖縄本島を南北に分断し

た。北部に攻撃をかけた軍隊は4月13日には辺戸まで進撃し、20日ごろまでには実質的に北部全域
へ ど しんげき

を占領した。

北部には宇土部隊(遊撃隊)が配置されていた
う ど ゆうげきたい

が、米海兵隊の猛攻で敗残兵同様となって国頭
かいへいたい もうこう はいざんへいどうよう くにがみ

の山中を転々とし、避難民の食 糧を奪いなが
ひなんみん しょくりょう うば

ら逃げのびていた。その間、彼らは部隊の指示
に

に従わない住民を拷問したり虐 殺したりするい
ごうもん ぎゃくさつ

まわしい事件をおこした。大宜味村渡野喜屋(現
おお ぎ み そん と の き や

在の字白浜)での住民虐殺(渡野喜屋事件)や、今
あざしらはま な

帰仁村での一連の住民虐殺などがよく知られて
き じんそん

いる。殺害した理由は、「敵に投降したものはスパイとみなして処刑にする」ということであっ
とうこう しよけい

たが、実際はスパイ処刑を名目にした食糧強奪であったとの見方もある。北部への避難民たちは、
ごうだつ

飢えとマラリアで悩まされたあげく、米軍の銃 弾以外に、日本軍の敗残兵からも身を守らなけれ
う なや じゅうだん はいざんへい

ばならなかったのである。

北部でもっとも戦闘が激しかったのは、「東洋一」といわれた飛行場を擁する伊江島であった。
よう い え じ ま

宇土部隊(国頭支隊)の指揮の下で、約2,700人の守備隊が洞穴にたてこもり、多くの住民をまきこ
う ど くにがみし た い し き もと ガ マ

んで6日間にわたる激しい戦闘を展開した。この戦闘における約4,500人の戦死者の内、1,500人が

伊江島の住民であった。いわゆる集団自決で死んでいった人々も100人をこえた。予想もしなかっ
じ け つ

た日本軍の抵抗によって、米軍も多くの負傷者をだした。
ふ しょうしゃ

いっぽう、中南部の戦線は、米軍が西海岸の牧 港・嘉数～我如古～東海岸の和宇慶を結ぶ日本
まきみなと か か ず が ね こ わ う け

軍の陣地にさしかかった4月7日頃から、これまでほとんど沈黙していた日本軍が猛烈な反攻をは
じ ん ち ちんもく もうれつ はんこう

じめた。とくに嘉数高地(現在の宜野湾市)や前田高地(現在の浦添市)での戦闘は激しく、
か か ず こ う ち ぎ の わ ん まえ だ こう ち うらそえ し

一進一退の攻防が40日余りにわたって展開された。その間、日本軍は2度にわたる総攻撃をかけた
いっしんいったい こうぼう あま
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が、主戦力部隊の85％を失う大敗を喫した。また、米軍の被害も大きく、5月中旬から下旬にかけ
たいはい きっ

ておこなわれたシュガーローフ(那覇市安里の丘陵地)の戦いでは、日本軍の切り込み隊などによ
あ さと きゅうりょうち こ

る捨身の戦術をうけて、2,662人の戦死者と1,299人の精神障害者をだすほどであった。
す て み せいしんしようがいしや

5月22日、沖縄守備軍はついに首里城地下の第32軍沖縄守備軍の司令部壕を放棄して南部の
しゅりじょう し れ い ぶごう ほう き

摩文仁付近に撤退することを決め、25日ごろから撤退をはじめた。南部の洞穴にはすでに多くの
ま ぶ に てったい ガ マ

住民が避難しており、守備軍をたよって移動してきた住民を含め、軍民あわせて十数万人が混在
ひ な ん こんざい

することになった。そうした状況のなかで、日本兵は一般住民を守るどころか、洞穴から追い出

したり、食糧を強奪したり、スパイ容疑で虐 殺したりした。
ごうだつ よ う ぎ ぎゃくさつ

大田実司令官がひきいる小禄飛行場の海軍部隊は、南部へ撤退する沖縄守備軍とは行動をとも
みのるしれいかん お ろ く てったい

にせず、米海兵隊の攻撃をうけて
かいへいたい

6月半ばに潰滅した。
かいめつ

沖縄本島南端に撤退した守備軍
なんたん てったい

は、玻名城(具志頭村)～八重瀬岳
は な ぐ し か み

(現在の東風平町)～与座岳(現在
こ ちん だ

の糸満市)～国吉・真栄里(現在の
いとまん ま え ざと

糸満市)の台地を結ぶ断崖線に
だんがい

陣地を築き、最後の一戦に臨ん
じ ん ち のぞ

だ。米軍は5月30日に首里一帯を
し ゅ り

占拠し、6月17日までには断崖線
せんきょ

を突破して守備軍の中心部にせま
と っ ぱ

った。19日、牛島満司令官は
うしじまみつる

「各部隊は各地における生存者中
ぶ た い せいぞんしゃ

の上 級 者之れを指揮し、最後迄敢闘し悠久の大義に生くべし」との軍命をだして、6月23日(22
じょうきゅうしゃ こ し き までかんとう ゆうきゅう た い ぎ い ぐんめい

日説もある)長 勇参謀長とともに自決した。これにより沖縄守備軍の組織的抵抗は終了した。
ちょういさむさんぼうちょう じ け つ

しかし、戦闘はそれ以後も続き、米軍が沖縄作戦の終了を宣言したのは7月2日、沖縄の日本軍が
せんげん

正式に降伏文書に調 印したのは9月7日のことであった。
せいしき こうふくぶんしょ ちょういん

(４) 宮古・八重山の戦況と各諸島の状況
み や こ や え や ま せんきょう

先島を攻撃したのは、イギリス太平洋艦隊であった。連合国軍が両先島に上陸することはなか
さきしま かんたい

ったが、米軍機の空襲や英艦船の艦砲射撃などで先島も大きな被害をうけた。しかし、なにより
かんせん かんぽうしゃげき

も地元住民を悩ませたのは、食糧不足とマラリアであった。

石垣島では、住民の農耕地が日本軍に接 収(国家によって土地などの所有権を取り上げること)
いしがき のうこうち せっしゅう しょゆうけん

され、3つの飛行場が建設された。飛行場建設には、八重山郡民が総動員されただけでなく、請け
や え や まぐんみん う

負い業者が連れてきた朝鮮人労働者も働かされていた。朝鮮人労働者の主な仕事は、ダイナマイ
お つ

ト爆破などによる石割り作業など危険なものであった。飛行場の建設とともに、石垣島を中心に
ば く は わ
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各地に陣地が築かれ、約1万人の兵隊が配置された。八重山郡では、米軍の上陸がなかったため
じ ん ち

砲弾による戦死者は少なかったが、住民の多くがマラリアのはびこる山岳地帯に強制的に避難さ
ほうだん さんがく ひ な ん

せられたため、その半数余りがマラリアにかかり、3,647人(人口の11％)が死亡した。とくに
あま

波照間島の被害は大きく、全人口の3分の1がマラリアで亡くなったといわれている。
は て る ま

宮古島でも農耕地が接収され、3つの飛行場が建設された。人口6万人余りの島々に、約3万人の
み や こ

日本軍が駐 留し、農地がつぶされたこともあって極度の食糧不足とマラリアに悩まされた。ま
ちゅうりゅう きょくど

た宮古・八重山とも、学童を含む一般住民が、台湾への疎開のとちゅうで疎開船が米軍機や
そ か い そかいせん べいぐんき

潜水艦に攻撃されて多くの遭難者をだした。
せんすいかん こうげき そうなんしゃ

沖縄本島北方の伊是名島では、特務教員や国頭支隊の
い ぜ な じ ま と く む くにがみし た い

敗残兵らの命令で、漂 着した3人の米 兵を、島の
はいざんへい ひょうちゃく アメリカへい

防衛隊も加担して虐 殺するという事件がおきた。つづい
ぼうえいたい か た ん ぎゃくさつ

て数人の住民が日本軍によって虐殺されるという事件が

おこった。しかし、伊平屋島や粟国島では、米軍が上陸
い へ や あ ぐ に

してきたにもかかわらず、日本兵がほとんどいなかった

ことから米軍への投降が比較的順 調に行われ、大きな
とうこう ひかくてきじゅんちょう

犠牲者をだすことはなかった。
ぎせいしゃ

本島半島の西方の瀬底島では、伊江島の経験から、
せ そ こ い え じ ま

日本軍がいると住民が犠牲になるとして、本島から逃
ぎ せ い

げてきた日本兵を追い返したという例もあった。本島

中部の中城湾には砲兵陣地が築かれ、東海上の津堅島
ほうへいじ ん ち つ け ん

にも砲台が置かれていたため激戦地となった。渡名喜
ほうだい と な き

島では、本島との連絡が途絶え、食糧不足に苦しみ不
と だ

自由な生活を余儀なくされ、戦争の終結が知らされた
よ ぎ

のは9月半ばになってからであった。
なか

２ 糸数壕での悲劇
い と か ず ご う

(１) 陣地化した洞窟

糸数城跡を主陣地に布陣した日本軍は，糸数部落北はずれの住民の避難壕(アブチラガマ)を
いとかずじょうあと しゅじん ち ふ じん いとかず ぶ らく ひ な んごう

洞窟陣地として使用するため住民をC地区(見取り図を参 照)に追いやった。長さ269mもあるこの
どうくつじ ん ち み と ず さんしょう

大洞窟には小川も流れており、軍はその中間あたりに井戸を掘り、大カマド6個(B地区)もつくっ
だいどうくつ ほ

て長期戦に備えた。ところで、中部での日米攻防戦が開始されると、糸数部落の日本軍も戦闘に
そな こうぼう いとかず ぶ らく

加わるため、壕をあとにした。また、ここは軍の食料・軍靴などの大倉庫(B，C地区)ともなって
ごう ぐん か

おり，数名の兵士にその管理が任されていた。
まか
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(２) 1000名に近い患者のうめき声

4月24日には、この洞窟は南風原の陸軍病院・糸数分室としても使用されることになり、軍医
ガ マ は え ば る りくぐんびよういん いとかずぶんしつ ぐ ん い

・ひめゆり学徒とともに重傷患者が多数担ぎこまれてきた。洞窟内には、部落内の製糖工場を分
が く と かんじゃ かつ ガ マ せいとう

解してきて2階建の病室などが作ってあった(A，B地区)。負傷兵の数は増していき1000名近い患者

たちで野戦病院は地獄のようなありさまだった。米軍が南下してきた5月25日頃、病院は解散とな
や せ ん じ ご く な ん か ごろ

り，重 傷患者などは青酸カリなどで「処置」されて置き去りになった。
じゆうしようかんじや せいさん しよ ち お ざ

その後この壕には、200名近い住民と倉庫管理兵士、瀕死の重傷患者らがこもることになった。
ごう そう こ かん り へい し ひ ん し

6月1日前後に、米軍はこの一帯を占領したが，投降よびかけに応じないこの洞窟にさまざまな攻
とうこう ガ マ

撃をしかけた。洞窟中央部にある小さな空洞(B地区の空気穴)を見つけて，ガソリンを流し込んで
くうどう あな

火を放ったり、そこから黄燐弾を役げこんだりしたので年寄り・子供に多数の死者が出た。また、
はな おうりんだん とし よ

壕出入りロ(C地区)に大砲を持ち込んできて洞窟内に発射したり、あげくの果てはC地区出入りロ
たいほう はつしや

を封じて生き埋めにしようとした。
う

(３) 住民スパイ視虐殺事件の発生
し ぎゃくさつ

米軍が洞窟内まで進出してきたら、200名近い軍民は、全員自爆する予定で爆雷を準備していた。
ぐんみん じ ば く ばくらい

ところで、6月の初め頃から、付近で捕虜になった住民は収容所生活に入っており、もはや戦後の
ふ き ん ほ り ょ

第一歩を歩んでいた。そこで食 糧が豊富にあることを知っていた住民がつぎつぎにこの洞窟に
しょくりょう

やってきた。しかし、神の国日本の敗戦を信じない軍民は、兵士と住民が交代で見張りに立ち(B

地区石段手前)、近づく住民をスパイ視してつぎつぎ殺害していった。

皇軍と臣民の末路を示した典型的なこの洞窟から兵士と住民が投降したのは、敗戦後の8月22日
こうぐん しんみん ま つ ろ てんけいてき ガ マ とうこう

のことである。なお，日本軍の隊長らは9月までたてこもっていた。

３ 糸数壕で九死に一生を得た人の体験談
い と か ず ご う きゆう し い つしよう え た い け ん だ ん

(１) 日比野勝広さんの「手記」より
ひ び の かつひろ

ウジの中から奇跡の生還
き せき せいかん

仰向けに寝ていると、背の下にムズムズしたものを感じ、それらがやがて首筋、お尻の下にも
あ お む ね せ くびすじ しり

感じられる。手さぐりでつまんだら、それは大きな「うじ」で群をなしていた。どこから来たも
むれ

のか、あたりを見まわした時、ふと隣りの吉田君(東京)がいつの間にか死んでいた。そしてすで
とな し

に腐りはじめ、そこからはい出していることがわかる。死臭が鼻をつき、吐き気さえ感じていた
くさ ししゅう はな は け

が、まさか一番元気だったこの人が死んでいるとは意外だった。そういえば自分をなぐらなくな
い が い

っていた。水のとりこになっている間に「うじ」の住居になるなど、悲しくも哀れである。
じゆうきよ あわ

悪 臭と「うじ」に悩まされつつも白骨化していく友のそばから離れるだけの体力もなく、「今
あくしゅう はっこつか

にこの姿になるのか」と恐ろしい戦慄(せんりつ)の時が続いた。それでも水を求める私は、手近
て ぢか

なところに水のあることを思いついた。「小便を飲もう」私はいっしんに放 尿に励んだ。しか
しようべん の ほうにょう はげ

し、この妙 案も効き目はなかった。小便になるような水分は、からだの中には残っていない。
みょうあん き
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ある日、向う側の上部にある空気穴から黄憐弾が投入され、大音響と共にはねとばされた。気
がわ くう き あな おうりんだん だいおんきょう

を失ってしまった。気づくと棚の上から落ちていた。他の者も幾人か吹き飛んだらしい。しばら
たな ほか いくにん ふ

くしてから正気に戻り「ああ、まだ生きていたか」と辺りを見ると、ここは五メートルばかり下
しょうき もど あた

の水たまりのそばであった。爆風で飛ばされた時、奇蹟的に地下水の流れへ運よくいったものと
ばくふう きせきてき

みえる。

一念が通じたのか、偶然なのか、私の切望した水が得られたことに喜びを感じる暇も惜しく、
いちねん ぐうぜん せつぼう え ひま お

一気に飲み続けた。痛みも忘れとにかく腹一杯になるまで飲み続けたことは今でも覚えている。
い っ き いた はらいっぱい おぼ

水腹であっても満腹感は、私に「生命力」を与えてくれたのか、眠りを誘い、起きてはまた飲み
みずばら まんぷくかん さそ

して、少しずつ動くことができるようになった。

(２) ひめゆり部隊の人の体験談

重傷者でひしめく糸数分室 (南風原陸軍病院)
いとかずぶんしつ は え ば る りくぐんびよういん

島袋淑子(旧・屋比久淑子)当時１７歳 師範予科３年 糸数分室勤務
しまぶくろよ し こ や び く とう じ し はん よ か いとかずぶんしつきん む

大城知善先生に引率されて 生徒１５名が 南風原から糸数分室に配置替えになったのは５月
おおしろ いんそつ は え ば る いとかず は い ち が

１日です。今のアブチラガマです。大城軍医 西平軍医 看護婦１人と衛生兵、それに屋富祖医
おおしろぐん い にしひらぐん い かん ご ふ えいせいへい や ふ そ

師と私達のたった２０名位で７００名前後の患者の看護をしていたのですよ。
かんじや かん ご

ガマの中は、何時も悪臭が漂っていて、それこそたいへんだったんですよ。治療や看護も出
い つ あくしゆう ただよ ち りよう かん ご

来ない状態でした。

手術の時の、兵士達の断末魔の叫び声は、今でも耳にこびりついているんですよ。地獄そのも
だんまつま

のでしたよ。麻酔薬も充分にありませんから、本当に気休め程度しか、うってくれないんです。
ますいやく

患者は、「もういい 殺してくれ 軍医殿 殺してくれ！」と叫ぶんです。
さけ

軍医は、「貴様、日本軍人だろう！これぐらいのことが我慢出来なくて、どうするんだ！」と
き さ ま が ま ん

言って叱るんですよ。
しか

５月中旬になると、患者達の傷の悪化は非常に目立ってきました。すべての患者達は、身体中
かんじやたち きず あつ か から だ じゆう

が膿と蛆だらけになっていましたね。脳 症患者も破傷風患者も次第に増えていきました。脳症患
うみ うじ のうしょう はしょうふう し だ い

者は頭がいかれていますから、大変なんですよ。重傷で寝ている人の上を平気で歩き回って、暴
ね へい き あば

れるのです。

「こいつを 何処かへ連れて行って！」と騒ぐんです。看護兵が来て、壕の奥へ奥へと連れて
ど こ ごう

行くんです。「何処へ連れて行くんですか。」ときいても、返事はしないんですよ。

破傷風患者は 手足が痙攣し、終いには、口が開かなくなるんです。そうなると、おも湯も喉
けいれん しま ゆ のど

に通らないんです。そんな患者は、隔離室に移されるわけです。戸板で囲われた狭い所に入れら
か く り と い た

れて、助けてくれ、と訴えるように、目だけをキョロキョロさせていましたよ。

また、ひもじさのあまり、兵隊達はわめくのです。

「曹 長の手があっただろう。足があっただろう。それを煮てくれよ。焼いてくれよ！」
そうちょう に

切断した手足のことです。本当に恐ろしい光景です。これが戦争なんですね。
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４ 沖縄戦の犠牲者数

◎ この戦没者数のなかには、終戦
せんぼつしやすう

前後のマラリアによる病死や餓
びよう し が

死などで亡くなった人々は含まれ
し な ふく

ていない。この数をふくめると、

沖縄県民の一般犠牲者総数は15万
いつぱん ぎ せいしや

人前後になるだろうと推定され
すいてい

る。実に、当時の人口の4人に1人

が戦争で亡くなったことになる。なお、県援護課によると、1993年3月31日までに収骨さ
えん ご か しゆうこつ

れた遺骨は、18万2,061柱で、未収遺骨は約6,000柱となっている。
い こつ み しゆう い こつ

◎ 男子学徒隊は軍人に、女子学徒隊は軍属に含まれている。
がく と たい ぐんじん ぐんぞく

◎ この戦没者のなかには、1万人をこえるともいわれる朝鮮人の戦没者は含まれていない。

◎ 日本政府や琉 球政府(沖縄県)は、沖縄戦における一般住民の戦没者数を一度も公式に
りゆうきゆうせい ふ

調査しておらず、この数字は沖縄戦後の人口統計などから推定したものにすぎない。
じんこうとうけい すいてい
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